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中川宏 

円が４つの場合の変則的な星形も簡単に証明できます。 

 

線分ＤＰを円Ｐの円周上まで延長した点Ａが直線ＢＣ上にあることを示せばよいわけ

です。 

四弁花長方形の定理から、∠ＤＢＣ＝９０° 

他方、∠ＡＢＤは円Ｐの直径ＡＤの円周角なのでこれも９０° 

よってＡＢＣは一直線です。 


